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ID

SEC. 4.6

Name

PKI Certificate Authority（CA）

Category

Security

Priority

P1

セキュリティ目標

O.APPLICATION-TOOLS システムは、アプリケーションで使用するための合理的で最新のセキュリティツールおよびライブラリを
提供する必要があります。

O.NETWORK システムは、分散型環境でセキュリティ目標を達成できるようにする必要があります。

コンセプトの証明の参照

OpenSSL : www.openssl.org

OpenCA プロジェクト: http://sourceforge.net/projects/openca

pyCA: www.pyca.de

TinyCA: http://tinyca.sm-zone.net

優先度1のセキュリティ要件の例およびコンセプトの証明（POC）の参照（ソース: Linux Foundation）

OSDL CGL は、Carrier Grade Linux が基本の PKI CA サービスを提供するように指定します。このサービスは、IETF PKIX 基準、特に 
RFC 2527、3279、および3280に準拠するものとします。証明書失効リスト（CRL: Certification Revocation List）の管理のサポートが必要
です。証明書の管理および RFC 2527、3279、および 3280 によって定義された要求プロトコルは、要件ではありません。

達成目標: O.APPLICATION-TOOLS、O.NETWORK
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